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卒業に必要な単位数 

法政科目Ａ・Ｂを合わせて 
64単位以上 

18単位以上 

合計130単位以上 

12単位以上 

8単位以上 

公共政策コース： 
企業法務コース： 
 

法政科目Ａ（コース選択科目）から 

10単位以上 

 

および 

 

法政科目Ａ（コース選択科目）と 

関連科目Ａを合わせて18単位以上 

法曹基礎コース： 
法政科目Ａ（コース選択科目）から 

18単位以上 

公共政策コース 

企業法務コース 

法曹基礎コース 
 

法政科目Ａ 
（コース選択科目） 

関連科目Ａ 

法政科目Ａ 
（コース選択科目） 

法政科目Ａ 
（コース選択科目） 

関連科目Ａ 

※各コースへは 
　2年進級時に分かれます 

開講科目の紹介 
◎ここでは、法学部に入学したみなさんが、最初に勉強することになる「全コース共通科目」を中心に紹介します。 

コース制と卒業後の進路 
法学部の学生は、基礎となる「全コース共通科目」を学びつつ、卒業後の進路などに応じて、 

「公共政策コース」「企業法務コース」「法曹基礎コース」のいずれかに分かれます（2年進級時）。 

卒業生の主な就職先・進学先（実績） 

■国家公務員■ 

財務省・国土交通省・農林水産省など 

■都道府県職員■ 

愛媛県・岡山県・香川県など 

■市役所職員■ 

松山市・伊予市・長門市・豊中市など 

■警察官■ 

愛媛県・岡山県・神奈川県・ 

大阪府・広島県など 

憲法や行政法、政治のあり方などに関心を持った学生が進む

コースです。 

関連科目（他学部の科目でありながら、法学部の卒業単位に

もなる科目）に、財政学や社会政策論、国際経済論などが指定

されており、公共政策に関する幅広い知識を得ることができ

ます。 

卒業後の進路としては、国家公務員や地方公務員（行政職）、

警察官などがあります。 

公共政策コース 

卒業生の主な就職先・進学先（実績） 

みずほ銀行・三井住友銀行・三菱東京ＵＦ

Ｊ銀行・伊予銀行・愛媛銀行・中国銀行・広

島銀行・高知銀行・香川銀行・沖縄銀行・

大和証券・野村證券・日本生命保険・東京

海上日動火災保険・大王製紙・富士通・大

正製薬・武田薬品・麒麟麦酒・大日本印刷・

トステム・清水建設・鹿島建設・積水ハウス・

三越・ＮＨＫ・テレビ愛媛・南海放送・愛媛

新聞・ＪＴＢ・ＪＲ西日本・伊予鉄道・ヤマト運

輸・日本通運など 

民法や商法、企業と法律の関係などに関心を持つ学生が進む

コースです。 

関連科目に経営情報総論やマーケティング論を指定し、学生

には、企業活動に関する知識を合わせもつことが求められま

す。 

卒業後の進路としては、金融・製造・運輸・建設などの民間企

業が想定され、大学で学んだ法律知識を活かした仕事をする

ことが期待されます。 

企業法務コース 

卒業生の主な就職先・進学先（実績） 

■法科大学院■ 

九州大・岡山大など 

■裁判所事務官■ 

■検察事務官■ 

■法律事務所職員■ 

法律全般に強い関心を持った学生が進むコースです。 

他学部の関連科目を指定するかわりに、刑事訴訟法や法哲学

など、法律にかかわる深い知識が要求されます。 

卒業後の進路としては、法科大学院（ロー・スクール）への進

学や、法律事務所への就職、また裁判所事務官・検察事務官

など、法律関連の公務員などがあります。 

法曹基礎コース 


